






1.研究目的 

乳幼児の身体発育に対し、種々の要因や条件が影響を及ぼすことはいうまでもない。計測

方法もそのなかの重要な条件といってよいであろう。 

乳幼児の頭部計測は神経系の発達の視点から身体発育評価の重要な項目となっているが、

乳幼児の頭部形態の特性から、計測方法について多くの見解があり、必ずしも統一されて

いなかったのが実状である。とりわけ幼児の頭部計測については、前頭部の形態的特性か

ら前額突出部を計測点とすることが多かったのであるが、前額突出部については計測点が

あいまいなため計測値の信頼性が問題とされていた。この点を考慮して、昭和 55年度乳幼

児身体発育調査においては、計測点を眉間点に統一した。 

図 1は昭和 55 年度乳幼児身体発育調査の際の調査必携のなかから、立位身長の計測に関す

る注意を示したものである。この図で分るとおり幼児の前額部は突出しているため上記の

ような問題が生ずると考えてよい。そこで、この調査必携のなかで頭囲計測については図

2に示すとおり、前方は眉間点、後方は後頭点を通る周径として統一したわけである。 

以上のような背景から、次回の全国調査のためにも頭囲計測の方法について検討する必要

があるため、保育所幼児を対象として1年間にわたり各種の身体計測を実施した混合型縦

断発育研究の一環として、前額部と眉間点による頭部計測値の差を検討した。本報告では、

その結果の概要を紹介する。 


